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論 文 内 容 の 要 旨

ポリ塩化ビフェニル (PCB)の次世代に及ぼす影響に関しては,ヒトで油症新生児の例が知られている

が,その催奇形性の有無については必ずしも明らかにされていない｡また,油症新生児の生後長期間にわ

たる成長や知能発達の問題もほとんど解明されていない｡著者は,妊娠ラットに PCBを投与してその胎

児に及ぼす影響を検索し,分娩された児について行動奇形学的な観察を行なったQ併せて,ヒト胎芽なら

びに胎児組織中の PCB蓄積量を分析し,環境化学物質による胎児の汚染に関して考察を加えた｡

第一編では,PCB(カネクロール (以下 KC と略す)300および500)を飼料中に混入して Sprague-

Dawley系妊娠ラットに投与し,妊娠末期にその胎児を観察した｡ その結果,KC300の20および500

ppm,KC500の500ppm投与群で胎児体重が有意に抑制され,PCBが胎児の成長を障害し得ることが証

明された｡ しかし,PCB投与群において胎児死亡率および奇形児頻度の上昇は認められなかった｡以上

の所見から,妊娠中に摂取されたPCBは一定の胎児障害効果を有するが,少なくとも環境濃度のPCBは

胎児致死作用ないし催奇形性を有しないと判断された｡

第二編では,同系の雌ラットを用い,妊娠中に KC500を経口投与した後自然分娩せしめ,その子を育

成して生後の発育ならびに行動発達に及ぼす PCBの影響を検索した｡その結果,生後長期間にわたって

PCB投与群の体重が対照群よりも低く,妊娠中に摂取された PCBがその子に生後も回復し難い障害効果

を及ぼし得ることが立証された｡ またこれらの動物に成熟後 OpenaeldならびにT字形水迷路による行

動試験を課した｡Open免eldtestにおいては行動の異常は観察されなかったが,水迷路試験では PCB投

与群の動物に学習能力の劣る傾向が認められた｡行動奇形学は未だその方法論が確立されたとは言えない

が,本実験のごとく環境条件に近い投与条件下で次世代に一定の機能的な異常が観察されたことは,胎児

の観察を主とするいわゆる実験奇形学の手技のみによっては見出し得ない機能的障害を発見する上での行

動奇形学の重要性を示唆するものである｡

一方,著者らは,主として人工妊娠中絶によって得られたヒト胎芽ならびに胎児の組織をガスクロマト
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グラフによって分析し,組織中のPCB濃度を求めた｡胎芽の組織からはPCBは検出されなかったが,脂

児は全例の器官からPCBが検出された｡胎児組織中のPCB濃度は成人のそれと比較して低く,PCBが

ヒト胎児組織中に濃縮される危険はないと判断された｡第三編においてほ,これらの分析結果をもとに若

干の考察を行なった｡現在,ヒト胎芽ならびに胎児は数多くの環境化学物質による汚染を被っている｡こ

れら環境汚染物質に関しては,実験動物を用いる胎児毒性試験に加えて,ヒト流産胎児組織中の当該物質

の分析を行なうことが,化学物質によるヒト胎児の汚染をモニターし,あるいは動物試験の結果をヒトに

外挿する上で意義が大きいと考えられる｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

ポリ塩化ビフェニル(PCB)′のヒトの次世代に及ぼす影響に関しては油症新生児の例が知られているが,

障害の実態や心身の発達に関する所見は未だ把捉されていない｡著者はラットならびにヒト胎芽ならびに

胎児を用いて,これらの問題の解明を目標とする一定の研究と考察とを行なった｡

第一編では,PCB(カネクール((以下KCと略す))300および500)を混飼法によりSprague-Dawley

系妊娠ラットに投与し妊娠末期にその胎児を観察した｡その結果,KC300の20および500ppm,KC500

の500ppm投与群で胎児体重が有意に抑制されるが,胎児の死亡率および奇形児の頻度の上昇は認めら

れなかった｡従って環境濃度の PCBは胎児への致死ないし催奇形効果を有しないと判断された｡

第二編では,同系の雌ラットを用い,妊娠中にKC500を経口投与した後自然分娩せしめ,その子を育

成して生後の発育ならびに行動発達に及ぼす影響を検索した｡その結果,生後長期間にわたって体重が対

照群よりも低いこと,成熟後の行動では Open丘eldtestにおいて異常を認めず,水迷路試験では学習能

力の劣る傾向が認められた｡

第三編では,著者らが得たヒト胎芽ならびに胎児内のPCBの分析値からPCBがヒト胎児組織中に濃縮

されないこと,またこのような分析が胎児の汚染をモニターし,あるいは動物試験の結果をヒトに外挿す

る上に有意義であることが推論された｡

以上の研究はPCBが次世代に及ぼし得る障害の解明に貢献したものである｡

よって,本論文は医学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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